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１．対策工事経過報告 
 
 
 
 

峠谷工区 

 
池の辺工区 

階段水路 

工事中の案内板 

これまでに搬入された三和、図師小、新庁

舎の土を，敷き均しを実施中。 
階段水路は工事完了。 
外周水路は工事実施中。 

浚渫工事は完了。 

③ 

④ 

搬入された新庁舎の土を、 
敷き均し実施中 

完了 

① 

② 

写真① 写真② 

写真③ 

写真④ 

雨水調整池 
雨水調整池 

施工前 
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【対策１：覆土】 

（Ａ） 
（Ａ′）

（Ｂ） 

階段水路

＜池の辺＞ ＜峠谷＞ 

調整池 

調整池 

（Ｂ） 

浚渫後、固化した底泥を静置 

土量の関係で，2 段積みを実施 

4ｍ 

2ｍ 

覆土 

廃棄物 

廃棄物 覆 土 

 

2％ 2％ 
0.3％ 

（Ａ） 

廃棄物 覆 土 

 

2％ 2％ 
0.3％ 

（Ａ） 

廃棄物 覆 土 

 

2％ 2％ 

（Ａ′）

0.5％ 

廃棄物 覆 土 

 

2％ 2％ 

（Ａ′）

0.5％ 

・着色部分に覆土を行う。 
・覆土材料：事前の土壌分析結果で合格したものを使用。 
・水色（実践）：外周水路（今回の工事で設置）池の辺工区：現地盤から 1～2ｍ程度、峠谷工区：現地盤から 6ｍ程度。 
・水色（点線）：既存の雨水集水管 

（Ａ′）

（Ｂ） 

＜峠谷＞ 

調整池 

＜池の辺＞ 

（Ａ） 

階段水路

調整池 

搬入土の確認状況 
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【対策２：雨水排除】 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

コルゲートＵ型水路工（峠谷工区） 
Ｕ型水路工（池の辺工区） 

（池の辺工区） 

雨水 

雨水 

調整池へ 

池の辺工区で集めた

雨水を調整池まで導

水するために設置 

階段状にす

ることで、流

速 を 落 と し

ている。 

埋立区の外周水路 

階段水路 

（水路幅：60cm） 

池の辺工区については，今回の覆土後の水路を

恒久的に使用する。 

【都の基準】 5 年確率の降雨強度 

↓ 

過去の降雨量データをもとに，より安全側を見て 

「10年確率」の降雨強度をもとに，水路幅を設定。

（水路幅：45cm） 

峠谷工区については，今回の覆土工事後，さらに

もう一段階の覆土を実施する予定である。今回の

水路は仮設水路として考え，設置及び撤去を行

いやすいものを使用する。 

【都の基準】 5 年確率の降雨強度 

↓ 

同じ基準を用いて，水路幅を設定。 

水路規模：60cm×60cm， 36cm×36cm 

延  長： それぞれ 520m，130m 

水路規模： 45cm×45cm 

延  長：  450m 

水路規模： 幅 250cm×高さ 110cm 

延  長：  77 m 

70～80％完了。 

7 月末頃完了予定 

施工完了。 

水の流下場所を考慮し、15m 南側へ移動。 

土の搬入終了後に実施予定。 

施工前 

施工後 

施工後 
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【対策３：浚渫】 

 

下図の測線Ｂ～Ｆに沿って、浚渫土量を算出 
  最終数量：1,925 ㎥ 
  設計数量：  679 ㎥ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜浚渫後の底泥＞ 

 浚渫土を圧送し、峠谷工区内で自然脱水後、セメント固化し、峠谷工区へ定置 

 

 

 
 
ダイオキシン類の測定結果（採取日 平成 21 年 7 月 16 日） 

ダイオキシン類溶出量 0.10TEQ-pg/ℓ 0.000036TEQ-pg/ℓ 

基準値 1.0TEQ-pg/ℓ 

＜セメント系固化剤＞ 

 ・種 類：高有機質土用固化剤（ジオセット 225） 
 ・添加量：脱水後の浚渫土 1 ㎥に対して 250 ㎏ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜工事中のモニタリング＞ 

・ 放流水路出口付近で、放流水の濁度を連続測定。機械からのデータ吸出しの際に，併せてセンサーの

状況等確認を実施。 
・ 浚渫工事開始後，調整池から放流水路への直接放流中に数値が大きく変化した場合は、工事を停止し、

工事方法の再確認を行う。 
・ 雨が原因となって値が超過することがあったが、浚渫工事の影響で基準値を超過することはなかった。 

 

採取時の汚泥 

試験中の様子 

セメント配合後、強度試験を実施 

セメント固化 

泥 

測線 F 

測線E 
測線 D 測線 C 

測線 B 

濁度計設置状況 
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＜浚渫工事のフロー＞ 

 
 

開始 

１．調整池の水位下降 

２．仮設貯留堤設置 

３－１．浚渫作業実施(１日目) 

３－２．セメント改良処理， 
大型土のう詰（２日目） 

３－３．大型土のう定置 

４．浚渫完了の確認 
 

５．覆土施工 
 

終了 

浚渫作業 周辺環境への影響モニタリング 

※
全
て
の
底
質
を
大
型
土
の
う
詰

す
る
ま
で
連
日
繰
り
返
し 

浚渫工事中； 
下流水質の濁度測定（連続測定） 

一晩おく 

浚渫作業開始後，調整池内の底

泥及び水については，全て貯留

堤内に引き上げる。 

一晩置いたあと，概ね水と汚泥

が分離した状態になる。目視に

て確認後，上層部の水について

は，排水浄化センターへ送水，

処理を実施。 

２．仮設貯留堤設置 

立ち上げ管の補修 

３－３ 大型土のう定置 

濁度測定位置 

汚泥吸引車 

大型土のう敷設状況

貯留堤内へ汚泥排出

固化剤を攪拌中 

峠谷埋立区からの雨水集水

路について，水路内に土砂が

溜まっており，その上を水が流

れている状況である。この部

分について，土の撤去及び水

路内の清掃を行った。また、土

留め鋼板を設置して今後の土

砂の流入を防止した。 

法面の補修 

シートの補修 

立ち上げ管の補修 

施工後 

峠谷からの水路 

そのまま 
調整池内へ流入 

施工前 施工後 

施工前 

シートの補修 

雨水集排水路補修 

法面の補修 

施工前 施工後 
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【対策４：放流水路の改修】 

 

雨水調整池からの放流水及び排水浄化センターの処理水の放流先である放流水路の改修を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【工事スケジュール】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ただし，覆土工事に使用する土の搬入状況により，工期が変更になる可能性がある。 

（平面図） 

調整池 

鶴見川へ放流 
下流 

規  模： 幅 110cm×高さ 95cm 

延  長： 33m 

施工完了 

施工後 施工前 

（水路断面図） 

上流 
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２．今後のモニタリング計画（案） 
 

対象 第 1 段階 第 2 段階 第 3 段階 

覆土工事実施 工事完了 長  期 

池の辺 

埋立区 

【目 的】 

・工事中のモニタリング 

【着目点】 

・覆土の加重が加わることによる周辺地下水への汚染物質の

拡散や、ガスの発生はないか 

・覆土工事による騒音振動や粉塵、濁水等による周辺環境へ

の影響は生じていないか 

・構造物に不等沈下などの変状は認められないか 

【目 的】 

・対策効果確認のモニタリング 

【着目点】 

・浸出水量は減少したか 

・浸出水の水質に変化は認められたか 

・周辺地下水の水質や水位に変化はあったか 

 

段階的な覆土工事実施 工事完了 

峠谷 

埋立区 

【目 的】 

・「工事中のモニタリング」と「対策効果の検証」を平行して実施 

【着目点】 

・覆土の加重が加わることによる周辺地下水への汚染物質拡散や、ガスの発生はないか 

・覆土工事による騒音振動や粉塵、濁水等による周辺環境への影響は生じていないか 

・覆土の高さは景観上問題無いか 

・構造物に不等沈下などの変状は認められないか 

・旧埋立地に対して問題は生じていないか 

・浸出水量は減少したか、浸出水や地下水の水質に変化は認められたか 

【目 的】 

・対策効果確認のモニタリング 

【着目点】 

・浸出水量は減少したか 

・浸出水の水質に変化は認められたか 

・周辺地下水の水質や水位に変化はあったか 

浚渫工事実施 工事完了 

雨水調整池 

【目 的】 

・工事中のモニタリング 

【着目点】 

・濁水が下流に流出していないか 

・浚渫工事により騒音振動や粉塵、濁水等による周辺環境へ

の影響を生じていないか 

【目 的】 

・対策効果確認のモニタリング 

【着目点】 

・浚渫後に堆積した底質に汚染物質は認められないか 

・浚渫後の底質の堆積速度はどの程度か 

全ての地点 

共通 

【目 的】 

・安全・安心の確保のためのモニタリング 

【着目点】 

・広域的な周辺の環境に影響が生じていないことを確認 

【目 的】 

・安全・安心の確保のための 

モニタリング 

【着目点】 

・周辺環境に影響が生じていないこと

を確認 

・浸出水の状況を継続的にみていく 

データ 

異常時 
 

「工事中」・「工事完了後」・「長期」の管理とそれぞれの期間におけるモニタリングの目的と着目点 

「工事の効果を経年的な変化のなかで総合的に判断する」 

平成２１～２２年度 工事完了後３～５年間程度 長期間 

※ 工事中→施工法の見直しや対策工法の検討 ※工事完了後→詳細調査により原因究明を行う 
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町田市最終処分場における今後のモニタリング計画（案）                                                    

赤字：H20 年度検討委員会報告書より変更箇所 

※１：BOD：生物化学的酸素要求量、ＣＯＤ：化学的酸素要求量、ＳＳ：浮遊物質量、TVOC：総揮発性有機化合物量  
※２：データを見ながら，分析項目・箇所・調査頻度を見直していく  

調 査 頻 度 

目 的 対 象 

分析項目 箇 所 数 

工事中 

工事完了 

対策効果確認 

（目安 3～５年） 

長期的な管理 

浸出水原水 

・基礎的項目：pH，電気伝導率，水温，外観，ＣＯＤ※1，ＳＳ※1 の６項目 

・早期に影響を把握するトレーサ項目：塩素ｲｵﾝ，ﾅﾄﾘｳﾑｲｵﾝ，ｶﾘｳﾑｲｵﾝ，硫酸

ｲｵﾝ，全窒素，全りんの６項目

2 箇所 

池の辺：浸出水水路マンホール 

（MBNo9 付近） 

峠 谷：浸出ポンプ井 

（MBNo11 付近） 

・４回／年 

(水質: pH，電気伝導率，水温，塩素ｲｵﾝ) 

 

・１回／年（全項目）※２ 

 

１回／年 

埋立廃棄物中の 

発生ガス 

・ガス量，温度，ﾒﾀﾝ，二酸化炭素，ﾍﾞﾝｾﾞﾝ，ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、 

TVOC※1 の７項目 

地中温度 ・1m 深度毎に温度を測定 

3 箇所 

池の辺：IBNo.4 

峠 谷：TBNo.2 

旧埋立区：MBNo.17 

・４回／年 

（ガス量、温度、メタン、二酸化炭素、TVOC） 

１回／年（全項目） 

安定化の状況により実施の有無や調

査頻度等を判断 

埋立廃棄物の安定性 

水収支（降雨量と浸出水

量の関係） 
・各埋立区からの浸出水の流量を計測 

２箇所（工事により流量計を設

置） 
１回／月 状況により実施の有無を判断 

・基礎的項目：pH，電気伝導率，水温，外観，ＣＯＤ※1，ＳＳ※1 の６項

目 

・早期に影響を把握するトレーサ項目：塩素ｲｵﾝ，ﾅﾄﾘｳﾑｲｵﾝ，ｶﾘｳﾑｲｵﾝ，硫

酸ｲｵﾝ，全窒素，全りんの 6 項目

9 箇所（各埋立区の上流と下流で

実施） 

（MBNo.2，MBNo.6，MBNo.7，

MBNo.8 ， MBNo.9 ，

MBNo.11 ， MBNo.12 ，

MBNo.13，下流側モニタリン

グ井戸） 

・４回／年 

(水質: pH，電気伝導率，水温，塩素ｲｵﾝ) 

 

・１回／年（全項目）※２ 

１回／年 

・新規掘削孔 

・新規掘削孔の基礎調査項目：pH，電気伝導率，水温，BOD※1，ＣＯＤ，

ＳＳ，塩素イオン，全ｼｱﾝ，六価ｸﾛﾑ，総水銀，ｶﾄﾞﾐｳﾑ，鉛，砒素，ｱﾙｷﾙ

水銀，ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

１箇所 ・１回／年（全項目） 実施無し 実施無し 

・連続観測（ 電気伝導率，ｐH，水温，水位） 6 箇所 

（H19 より継続して実施） 

（MB No.2，MB No.4，MB 

No.6，MB No.8，MB No.9，

MB No.11） 

１回／月（データ回収） 
状況により実施の有無や調査頻度等

を判断 

・その他の項目：鉛、砒素 9 箇所（基礎的項目等と同様の地

点） 
１回／年 １回／1～数年 

周辺地下水 

・その他の項目：ﾊﾞｲｵｱｯｾｲ 

５箇所（各埋立区の上流と下流で

実施） 

（ MB No.2, MB No.4, MB 

No.6, MB No.7, MB No.8) 

１回／年 １回／1～数年 

旧埋立地 埋立物の安定化に必要な調査を行い、対策を検討 - 発生ガス調査 調査 対策 

・水量 

・水質： pH，塩化物ｲｵﾝ，電気伝導率，水温 

4 箇所程度（雨水排水、放流水等、

調整池の流出入箇所。現場の状況

を考慮し、検討） 

2 回／年 実施無し 実施無し 
雨水調整池への

流出入の把握 

・底質：ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類、鉛 
４箇所程度(調整池内、流入管に

堆積している底泥) 
2 回／年 

状況により実施の有無や調査頻

度等を判断 

状況により実施の有無や調査頻度等

を判断 
雨水調整池 

周辺への影響調

査 

・水質：周辺地下水と同様の項目(連続観測を除く) 

・底質：鉛をのぞく土壌環境基準の全項目 

・浚渫した底質を埋設した箇所：ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

・下流域底質、生態への蓄積：ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類，鉛 

・底質：１箇所 

・水質：２箇所 

・底質埋設箇所付近：１箇所 

実施無し 

（除去工事実施の

ため） 

状況により実施の有無や調査頻

度等を判断 

 

状況により実施の有無や調査頻度等

を判断 

旧埋立地及び本処分場周

辺への影響 

周辺民家井戸・湧水 ・水質（電気伝導率，ｐH，塩素ｲｵﾝ） 8 箇所（周辺民家等の井戸） 1 回／年 1 回／年 

最終覆土工事に伴う周辺

への影響 
処分場周辺 

・騒音・振動調査 

・降下ばいじん調査 

・下流水質調査 

・土壌分析調査 

騒音・振動調査：１箇所 

降下ばいじん調査：３箇所 

下流水質調査：１箇所 

（H21 より継続して実施） 

3 回/年程度 

(工事期間による)
実施無し 実施無し 

工事後の変化を確認 水質測定全地点 
・陸水の主要イオン 7 項目（ﾅﾄﾘｳﾑ，ｶﾘｳﾑ，ｶﾙｼｳﾑ，ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ，塩素，硫酸，

重炭酸）を分析し成分比率を比較 

20 箇所 

（上記の全水質測定地点）  
実施無し 工事後 ２回 実施無し 

①池の辺、峠谷それぞ
れの水質を確認 

②昨年度の結果（砒素が
１箇所で基準値を超過）
から、継続して監視する
ことが必要。 

③継続して監視を行う
が、昨年度の結果から、
比較的影響が見受けら
れる箇所のみ選択

④工事完了後に旧埋立地の
埋立物の安定化に必要な調
査を行い、対策を検討。 

⑤ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類蓄積の原因を調
査するため、協議会の要望に
より実施。 

⑥浚渫後のダイオキシ
ン類の蓄積速度から実
施の要否を判断。 

H22 年度計画 
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× 

× 

リ
サ
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ク
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池の辺埋立区 

峠谷埋立区 

旧埋立区 

MB No.7 

IB No.4 

MB No.6 

MB No.13 

MB No.4 

MB No.12 

MB No.11 

MB No.8 

MB No.2 

MB No.9 

浸出水水路ﾏﾝﾎｰﾙ（池の辺）
▲ 下流側ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ井戸 

TB No.2 

MB No.17 

浸出ﾎﾟﾝﾌﾟ井（峠谷） 

【凡例】 

    ：浸出水原水調査 

 ×  ：埋立ガス調査 

    ：地下水観測孔 

    ：ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ井戸 

    ：地下水連続測定 

    ：水質測定 

    ：バイオアッセイ 

▲ 

下流水質測定 

● 

● 

雨水調整池の調査 

● 

×

 調査位置図 

モニタリング調査位置図 
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周辺井戸・湧水調査の調査範囲 

・青色の範囲 

周辺の地形から見て、要監

視のエリア 

（広域の深い地下水流動を

考慮した場合の下流側）

Ａ地区

Ｂ地区

Ｃ地区

Ｄ地区

Ｅ地区

Ｆ地区

対象地区 

Ａ～Ｆ地区および対照地区の、各

地区において１～２箇所井戸・湧

水について調査を実施する。 

 

＜調査項目＞ 

・現地水質測定 

 ｐＨ、電気伝導率 

・水質分析 

 塩化物イオン 
町田市最終処分場

周辺井戸・湧水調査の調査範囲 
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モニタリング井戸

●水量 ： 調査ポイント①②③④ 

  通常水位の雨水調整池の流出入箇所に流量計の設置等を行ない、一定期間(半月程度)連続

測定し、水収支をとる。 

流量によっては、流量計による測定が困難であるため、その際には、手計測等も検討する。

   

図：流量計(超音波ドップラ式)(例)       （出典：ペンタフ株式会社 HP）

●底質 ： 調査ポイント①②③ 

  雨水調整池の流入箇所付近の底質のダイオキシン類・鉛の測定を行い、ダイオキシン類 

等の流入要因の資料とする。 

底泥の採取方法としては、ひしゃく等を用い、なるべく細粒分の泥を採取する。 

（ダイオキシン類は細粒分に多く含まれる傾向にあるため） 

 

●水質 ： 調査ポイント①②③ 

  底質の測定と合わせて、ダイオキシン類等の流入要因の資料とするため、雨水調整池の流

入水の水質を把握する。 

 調整池流入水（1：800） 

調整池の流出入箇所 

【凡例】 

：雨水排水 

： 浸透水 

： 湧水   

： 放流水 

：調査ポイント ①②③④ 

① 

② 
③ 

モニタリング
井戸 

流量計（現況） 

静水池 

余水吐 

放流路(現況)

放流水 

峠谷埋立区 
上流部からの雨水 

調整池

池の辺埋立区 
上流部からの雨水 

集水塔 

湧水 
有孔ﾋｭｰﾑ管 

集水管 
池の辺埋立
区雨水 

池の辺埋立区 
浸透水 

人孔(取水用) 

④ 

調査ポイント① 

調査ポイント② 

調査ポイント③ 

放流管 

雨水調整池調査概要 
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調査写真 

設置状況 地点① 池の辺埋立区脇 

地点③ MBNo6 付近 地点② 小山田桜台団地屋上 

① 

② 

③ 

調査項目・地点 

工事に伴う周辺への影響調査 

ﾘｻｲｸﾙ広場
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３．本年度のスケジュール 

 
※調査結果(速報)は結果が出次第委員に送付

  平成 2２年 平成 2３年 

  ７月 ８月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 ３月 

対策工 工事               予 備   

浸出水原水調査           全項目       

埋立ガス性状調査           全項目       
１) 

埋立廃棄物の安定

性調査 
地中温度調査           全項目       

周辺地下水調査           全項目       

新規掘削孔調査                   

周辺地下水連続調査                   

周辺井戸・湧水調査                   

２) 

旧埋立地及び本処

分場周辺への影響

調査 

雨水調整池調査                   

土壌分析調査       
 

           

騒音・振動調査                   

降下ばいじん調査                   

3) 

最終覆土工事に伴

う周辺への影響調

査 

下流水質調査                   

モニタリン

グ調査 

4) 

モニタリング結果

の評価等 

モニタリング結果のとりまと

め※ 
                  

協議会・住民説明会（予定） 

① 

協 

議 

会 

        

② 

協 

議 

会 

       

③ 

協 

議 

会 

覆土搬入時 
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４．モニタリング結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新庁舎からの搬入土の土壌分析結果 
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新庁舎からの搬入土の土壌分析試料採取箇所 

H22 S No.1（5 地点混合）
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連続測定結果 

（町田市清掃工場測定）


